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「こどもモード KitS（以下，KitS）」は，５歳児向けのITを活用した教育カ
リキュラムとして開発されており，タブレット端末アプリを用いた様々な創作活

動や表現活動を取り入れている．教育目標として，「チームワーク
力」「創造力」「ICT活用力」の3つを掲げている．

カリキュラムは年間を通じての活動が設定されている．タブレット端末の使用
は活動時間全体の2割程度で，アプリの内容に則して，画用紙に絵を描いたり，
自分たちの地域につなげた学習へと発展させたり，発表時間を設ける等，子ども
たちの興味や反応により適宜先生方が柔軟に展開している．

要素 レベル１（低い）１点 レベル２（普通）２点 レベル３（高い）３点 点数

表現
ランダムな殴り書きで、構造もバ
ラバラでバランスがおかしい。

何を表しているのか伝わり、い
くつかのパーツが書かれている。

全体の輪郭が明確に書かれて
いて、パーツの関係性や配置
もはっきりしている。

技工
線や色に工夫がなく、美的な感覚
が見られない。

線や形をしっかり描こうとして
いて、一定の効果が生まれてい
る。

線の色や形のバランスがとれ
ている。

調査
色数が１色で、線も１種類、形も
単純なものしかなく、単調。

複数の色を使い、点、線、円な
どが織り込まれており、作品が
滑らかである。

表現を工夫していて、色や形
に幅広い表現を使っている。

合計点数（９点満点）

１学期 ２学期 ３学期

５月事前検証 事後検証２月

●『らくがキッズを使ってみよう』
●『らくがキッズで遊ぼう～色～』
●『カメラを使おう～撮ったものを見てみよう』
●『らくがキッズ～写真を見て描こう～』
●『色んな角度から絵を描いてみよう』
●『チームで物語をつくろう』

●『タブレットの操作をおぼえよう』
●『あわせっとモードで遊ぼう』
●『つなげっとモードで遊ぼう』
●『つなげっと～オリジナルストーリー～』

【表現】

感じたことや考えたことを
自分なりに表現することを
通して，豊かな感性や表現
する力を養い，創造性を豊
かにする。

（幼稚園教育要領）

【人間関係】

他の人々と親しみ，支え
合って生活するために，自
立心を育て，人とかかわる
力を養う。

（幼稚園教育要領）

21世紀に必要とされるICT
活用力。本検証では，エ
ラーで困った回数・操作方
法で相談したり、質問する
回数を比較する。

事前描画 事後描画

１
男児

表現:2点
技巧:2点
調査:1点

合計:5点

表現:3点
技巧:2点
調査:3点

合計:8点

２
女児

表現:2点
技巧:1点
調査:1点

合計:4点

表現:2点
技巧:2点
調査:2点

合計:6点

３
男児

表現:1点
技巧:1点
調査:1点

合計:3点

表現:2点
技巧:2点
調査:3点

合計:7点

４
男児

表現:2点
技巧:1点
調査:2点

合計:5点

表現:3点
技巧:3点
調査:3点

合計:9点

事前平均・中央値
(標準偏差)

事後平均・中央値
(標準偏差)

Y
園

質問 1.91・1.00 (2.12) 0.73・.00 (1.49)

相談 2.27・2.00 (1.56) 1.18・1.00 (1.60)

失敗* 2.09・2.00 (1.87) 0.36・.00 (0.51)

S
園

質問* 1.27・.00 (2.01) 0.18・.00 (0.41)

相談** 4.45・4.00 (2.12) 1.55・1.00 (1.92)

失敗 0.91・1.00 (0.70) 1.36・1.00 (2.11)

** p<.01, * p<.05

ペア
Y園

事前・事後
S園

事前・事後

1 1・5 1・4

2 5・4 4・2

3 0・1 3・2

4 0・1 5・0

5 4・3 0・2

6 2・4 5・2

7 4・7 1・0

8 3・1 2・3

9 0・1 1・4

10 2・2 3・1

11 0・3 7・2

平均
中央値

(標準偏差)

1.91・2.91
2.00・3.00

(1.87) (1.97)

2.91・2.00
3.00・2.00
(2.17)(1.34)

** p<.01, * p<.05

本研究は，実践開始前に園より保護者への説明を行い，同意を得て実施されたものである．

創造力
チーム

ワーク力

ICT活用力

事前平均・中央値
(標準偏差)

事後平均・中央値
(標準偏差)

Y
園

質問 [先生]** 17.36・19.00 (7.09) 12.18・8.00 (7.73)

回答 [園児] 13.0・10.00 (9.25) 11.73・9.00 (10.31)

提案 [園児] 7.27・7.00 (5.61) 6.27・6.00 (3.90)

説明 [先生]* 5.00・5.00 (3.10) 2.55・2.00 (2.58)

S
園

質問 [先生] 17.82・17.00 (5.25) 16.91・3.00 (7.15)

回答 [園児] 18.00・16.00 (8.54) 13.09・19.00 (7.30)

提案 [園児] * 2.45・2.00 (1.64) 4.73・13.00 (3.85)

説明 [先生] 5.18・4.00 (3.51) 4.18・4.00 (2.86)

** p<.01, * p<.05

2014年5月より3月まで，KitSカリキュラムを実施している保育園Y園年⻑児ク
ラス（23名：男児12名⼥児11名），幼稚園S園年⻑児クラス（24名：男児13名⼥
児11名）．カリキュラム実施回数は，S園が15回，Y園が31回で（保育園での実施
数が多い），1回のカリキュラム実施時間は，概ね40~50分程度であった．
カリキュラム導⼊時と実践後に調査を⾏い，その変化からカリキュラムの効果を

検証した．なお，事前調査は2014年5月，事後調査は2015年1〜2月に⾏った．

事前平均・中央値
(標準偏差)

事後平均・中央値
(標準偏差)

Y
園

表現** 1.74・2.00 (0.45) 2.35・2.00 (0.49)

技工** 1.70・2.00 (0.64) 2.17・2.00 (0.49)

調査* 1.61・2.00 (0.50) 2.04・2.00 (0.71)

合計** 5.04・5.00 (1.30) 6.57・7.00 (1.27)

S
園

表現* 1.59・2.00 (0.80) 2.09・2.00 (0.87)

技工** 1.45・1.50 (0.60) 2.00・2.00 (0.82)

調査** 1.45・1.00 (0.67) 2.05・2.00 (0.90)

合計** 4.50・5.00 (1.77) 6.14・6.5 (2.42)

** p<.01, * p<.05

各回日誌記録


